[image: image1.jpg]A





　　　　　　　　　　平成２０年度　第１０回　　　　　　　

市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っています。
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●人は表と裏があると思いました。時間というのもとても不思議だと思いました。
●聖時がタイムスリップしたおかげで、今までかんちがいしていたことや、知らなかったことを知り、死んだお母さんに会えてよかったと思う。
●聖時の母親に会えて、大切なものや大切な人がすぐそばにいることが実感できて、あと少しで泣きそうになった。
●自分もタイムスリップして何か大切なものをみつけたい。

●普段はこわいお兄ちゃんが昔は明るくて楽しい子だったんだとおどろきました。
●次にタイムスリップした男の子は、どんな体験をするのか気になった。
●時間っていうのは当たり前のようでも何　かのひずみが起きるとこわれてしまうもの　　　なんだなと思いました。

●アン先生と主人公のドタバタを見ていて楽しかった。アン先生が天然ボケなのか、それとも計算しているのか知りたい。
●アン先生は時々やることがむぼうだけど、医者として働いているところは全くの別人のようですごいなと思った。
●アン先生は肛もん科が専門なのに何でも治療できてしまうところがすごいと思った。
●アン先生は本当は名医なのに子どものようなギャップがいい。
●あと少しでやめさせられてしまうのに、アン先生はそんなことを全然気にしないところがすごいと思った。

●カタツムリ１ぴきですごいぼうけんがはじまるのが楽しかった。
●雨によって本ができるなんてすごいと思った。私も想像することや物語を作るのが好きなので、読むのが楽しかった。
●図書館のどこかに、雨ふる本屋があることにびっくりした。ルウ子がサラと仲直りできたのが良かった。
●私も雨ふる本屋に行ってみたい。私の夢たちも、ほっぽり森にあるのだろうか。ホシ丸君とルウ子のぼうけんのシーンがおもしろかった。

●ルウ子の雨ふる本はサラのいちばん大切な本になると思う。


●マンタの背中にのってみたいです。マンタの背中が地面になったところがおもしろかった。
●トイフェルスマイスターって、ドイツ語で悪魔の親方っていう意味なんだということを知り、ちょっと勉強になった。
●トイフェルスマイスターやウマヤドノオウジなどおもしろい名前がたくさん出てきて楽しかった。
●窓からマンタが入ってくるところがびっくりした。

●トイフェルスマイスターとハンスがいろいろな動物たちとあって，りゅうぐう城にいったりするのがとても楽しかった。
《今月選ばれた本》


「からくり夢時計」


川口雅幸／作（アルファポリス）








「赤毛の女医アン」


福田隆浩／作　（講談社）





「雨ふる本屋」


日向理恵子／作　（童心社）





「「おまえだ！」とカピパラはいった」


斎藤洋／作　（理論社）














